
医療事故の再発防止に向けた提言　第8号

一般病院
414（55.7%）

精神科病院
122（16.4%）

介護･療養病床を

有する病院

198（26.6%）

その他 9（1.2%）
無回答 0（0.0%）

北海道ブロック 40（5.4%）

東北ブロック 45
（6.1%）

関東信越ブロック 170
（22.9%）

東海北陸ブロック 89
（12.0%）

近畿ブロック 96（12.9%）

中国四国ブロック 94
（12.7%）

九州ブロック 129
（17.4%）

無回答 80（10.8%）

■医療機関の種類(n=743施設)

■施設が所在する地域ブロック※(n=743施設)

※「地域ブロック」は全国地方厚生局の管轄に基づく分類

20～99床 208（28.0%）

100～199床 261（35.1%）

200～299床 132（17.8%）

300～399床 60（8.1%）
400～499床 31（4.2%）
500～599床 22（3.0%）

600～699床 10（1.3%）
700～799床 7（0.9%）

800～899床 0（0.0%）
900床以上 7（0.9%）

無回答 5（0.7%）

「救急医療における画像診断に係る死亡事例の分析」
に関するアンケート集計結果

施設について

■病床規模(n=743施設)

調査期間：2020年3月18日～5月31日
調査対象：全国の病院 8,340施設
有効回答数：743 割合：8.91％
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役に立つ
550（74.0%）

役に立たない
23（3.1%）

わからない 108（14.5%）

読まなかった 16（2.2%）
無回答 46（6.2%）

■役立つものであったか(n=743施設)

■救急医療の画像検査を行っている一般病院・精神科病院・介護･療養病床を有する病院に
おける活用
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27.6 

27.0 
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対象事例の概要（420件）

提言１ 救急医療における画像検査の意義(400件）

提言２ 画像検査依頼時の情報共有（406件）

提言３ 救急外来における撮影画像の確認（378件）

提言４ 画像検査の追加と入院・帰宅の判断（357件）

提言５ 画像診断報告書の確認とincidental findings（331件）

提言６ 院内体制の整備（439件）

資料 参照画像とその解説（322件）

情報収集項目（提言書40、41ページ）（201件）

スライド「提言の概要」（196件）

なし（31件）

無回答（39件）

有用性

活用状況
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対象事例の概要

提言１ 救急医療における画像検査の意義

提言２ 画像検査依頼時の情報共有

提言３ 救急外来における撮影画像の確認

提言４ 画像検査の追加と入院・帰宅の判断

提言５ 画像診断報告書の確認とincidental findings

提言６ 院内体制の整備

資料 参照画像とその解説

情報収集項目（提言書40、41ページ）

スライド「提言の概要」

なし

一般病院（272施設） 精神科病院（7施設） 介護・療養病床を有する病院（41施設）

(%)

(%)

■参考になった具体的内容(n=727施設※)
重複計上

(n=320施設※)

※医療機関の種類が「その他」「無回答」であった施設、および「読まなかった」16施設を除いて集計した。

※「読まなかった」16施設を除いて集計した。

重複計上
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■救急医療の画像検査を行っている一般病院・精神科病院・介護･療養病床を有する病院に
おける具体的な活用内容(n=320施設※)
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重複計上

※医療機関の種類が「その他」「無回答」であった施設、および「読まなかった」16施設を除いて集計した。

改めて、killer diseaseを意識して読影するようになった（198件）

まず、killer diseaseの所見の有無を診断するようになった（51件）

killer diseaseの研修を行った（6件）

画像検査を依頼する医師が、臨床症状や疑われる疾患を依頼書に
記載しているか、改めてチェックした（149件）

画像検査を依頼する医師が、臨床症状および疑われる疾患、特に否定
したい疾患を明確に依頼書に記載するようになり、診療放射線技師・

診療放射線医師が情報共有をするようになった（90件）

複数の医師で画像を確認し、所見について情報を共有するよう体制を
整えた（117件）

院外からの読影情報通信技術（ICT）を用いる体制を整えた（41件）

診療放射線技師が、画像診断における読影の補助を行うようになった
（93件）

以前から、killer diseaseを否定できない場合は、単純CTや
造影CTなどの追加検査を行っている（217件）

killer diseaseを否定できない場合は、単純CTや造影CTなどの
追加検査をするようになった（33件）

帰宅の判断をした後、患者に新たな症状が出現した場合は、
医療従事者間で情報共有をするようになった（40件）

救急外来受け入れ患者数、緊急検査数に応じて、診療放射線技師数の
配置の見直しをした（3件）

以前から、確実に画像診断報告書を確実に確認できるように、
責任者が決まっている（108件）

確実に画像診断報告書を確認することができるように、責任者を決めた
（32件）

救急診療後に、偶発的に認められた異常所見は、確実に担当医師へ
伝達できるよう体制を整えた（110件）

救急医療にあたる担当医師が、複数の医師、診療放射線技師、
看護師などに相談できる体制を整えた（67件）

救急医療においてkiller diseaseを鑑別するための教育研修を開催した
（16件）

画像診断報告書の通知内容を確認し、対応したか把握できるシステムを
導入した（83件）

救急医療における画像検査に関する医療安全研修を開催した（16件）

救急外来、放射線科等の関係部署に配布した（195件）

救急外来の担当医師、研修医の教育に活用した（53件）

提言１

提言２

提言３

提言４

提言５

提言６

資料
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■自由記載のまとめ

提言１
○放射線科医によるパニック画像のチェック体制を作成した。
○これまでも認識はあったが、さらに深まった。

提言２
○依頼医と診療放射線技師の情報交換が密になった。
○依頼医師がより詳細に依頼内容を記載するように注意喚起した。

提言３ ○複数の医師で画像を確認し、所見について情報を共有するよう努力するようになった。

提言４ ○判断にあたり多職種カンファレンスを行っている。

提言５
○画像診断報告書の見落としを避けるために電子カルテを改修し、未読報告書をチェックできるようにした。
○責任者が決めきれていない。

提言６
○画像診断報告書の通知内容を確認し、対応したか把握できるシステムの導入を検討している。
○画像読影の取り組み活動報告を院内で発表した（放射線科医）。

資料
○医療事故対策委員会で、情報共有し各部署への伝達を依頼した。
○院内研修資料として使用予定。

要望のまとめ

提言書に対して
○分析課題ごとの冊子になっていて非常に内容が入ってきやすい。
○新たな気づきとリスクに対する対応を改めて構築する良い機会になります。

センターに対して
○提言書のスライドは研修に有用です（できれば文字数を少なく、サイズを大きく見やすくしてほしい）。
○提言書が届いてからアンケートお願いまでの期間が長いため、内容をもう一度見直す必要が出てくる。できれば
提言書と一緒にアンケートを依頼してほしい。
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